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(57)【要約】
【課題】平滑用コンデンサに対する充電電流及び放電電
流による時定数を大きくした場合であっても、平滑用コ
ンデンサの体格の大型化や、オフセット電圧の増加を抑
制することが可能なフィルタ回路を提供する。
【解決手段】入力電圧とフィルタ処理電圧との電圧差に
応じた電流を、カスコード型カレントミラー回路を利用
して減衰させて、平滑用コンデンサＣ１の放電電流Ｉ１
１及び放電電流Ｉ１２を発生させる。さらに、平滑用コ
ンデンサＣ１の充電電流Ｉ１２の一部となるベース電流
Ｉｂ１’を流すトランジスタＴ２３を、トランジスタＴ
２４と抵抗Ｒ１３，Ｒ１４からなる回路により、フィル
タ回路１０の後段回路と分離する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力電圧に対してローパスフィルタ処理を行って、高周波成分を除去したフィルタ処理
電圧を出力するフィルタ回路であって、
　平滑用コンデンサと、
　前記入力電圧と前記フィルタ処理電圧との電圧差に応じた電流を、カスコード型カレン
トミラー回路を利用して、所定の減衰率にて減衰させることによって、前記平滑用コンデ
ンサの充電電流又は放電電流として発生させる電流発生回路と、
　前記平滑用コンデンサの充電電圧に応じた電圧を前記フィルタ処理電圧として発生させ
るフィルタ処理電圧発生回路とを備え、
　前記フィルタ処理電圧発生回路は、
　一定電流を発生する定電流発生部と
　前記定電流発生部と直列に接続され、前記平滑用コンデンサの充電電圧が高くなるほど
、前記定電流発生部が発生した電流を導通させる際に、その導通電流の電流値を減少させ
る第１のトランジスタと、
　前記定電流発生部と前記第１のトランジスタとの間から、前記定電流発生部が発生した
電流を分流させ、その分流する電流値が大きくなるほど、導通する電流の電流値を大きく
する第２のトランジスタと、
　前記第２のトランジスタの導通電流が通電されるように接続され、当該導通電流の電流
値に対応した電圧を前記フィルタ処理電圧として発生する電圧発生部と、を備えることを
特徴とするフィルタ回路。
【請求項２】
　前記電圧発生部は抵抗からなり、当該抵抗は、その抵抗値がトリミングにより調整され
ることを特徴とする請求項１に記載のフィルタ回路。
【請求項３】
　前記電圧発生部は、複数の抵抗を直列に接続した直列抵抗回路からなり、前記入力電圧
と対比されるフィルタ処理電圧と、フィルタ回路から最終的に出力されるフィルタ処理電
圧とを、前記直列抵抗回路の抵抗比により異ならせることを特徴とする請求項１に記載の
フィルタ回路。
【請求項４】
　前記平滑用コンデンサは、前記フィルタ電圧発生回路の前記第１のトランジスタを介し
て充電電流の一部が供給されるものであり、
　前記電流発生回路は、放電電流を発生するための回路の一部として、前記フィルタ処理
電圧発生回路に相当する回路構成を有して、前記充電電流の一部として前記第１のトラン
ジスタを介して供給される電流と同等の電流を前記放電電流の一部として供給することを
特徴とする請求項１に記載のフィルタ回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、入力電圧に対してローパスフィルタ処理を行って、高周波成分を除去したフ
ィルタ処理電圧を出力するフィルタ回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば電源電圧などを比較器に入力して、その電源電圧のレベルを判定する場合に、電
源電圧にノイズが重畳したときでも、比較器に入力する電源電圧を安定化させるために、
比較器の前段にフィルタ回路が設けられる場合がある。
【０００３】
　このような用途に用いられる、例えば特許文献１に記載されたフィルタ回路は、平滑用
コンデンサと、当該平滑用コンデンサに対する充電電流及び放電電流を発生させる電流発
生回路、及び平滑用コンデンサの充電電圧に応じた電圧を前記フィルタ処理電圧として発
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生させるフィルタ処理電圧発生回路とを備えている。
【０００４】
　さらに、このフィルタ回路では、フィルタ回路のみに限定して、平滑用コンデンサに対
する放電電流と充電電流との平衡を図るのではなく、比較器からフィルタ回路に流れ込む
電流、もしくはフィルタ回路から比較器に流れ出す電流による充電電流への影響も考慮に
入れて、放電電流を調節する補償回路を設けている。
【０００５】
　このようにして、より精度良く放電電流と充電電流との平衡を図ることを可能として、
平滑用コンデンサのオフセット電圧の低減を図ることにより、比較器における電圧比較精
度の悪化を防止している。
【特許文献１】特開２００７－２２１２６４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ここで、上述したフィルタ回路において、ノイズによる高周波成分の除去精度を向上す
るために、平滑用コンデンサに対する充電電流及び放電電流による充電電圧の変化の時定
数を大きくしようとした場合、平滑用コンデンサの容量を大きくするか、及び／又は充放
電電流を小さくすることが考えられる。
【０００７】
　しかしながら、平滑用コンデンサの容量を大きくするには、平滑用コンデンサの体格を
大きくすることが必要となり、例えばフィルタ回路を半導体チップに形成する際、チップ
サイズが拡大してしまう結果となる。一方、単に平滑用コンデンサの充放電電流を小さく
すると、その充放電電流の微小電流変化でも、平滑用コンデンサのオフセット電圧に与え
る影響が大きくなってしまう。
【０００８】
　本発明は、上述した点に鑑みてなされたもので、平滑用コンデンサに対する充電電流及
び放電電流による充電電圧変化の時定数を大きくした場合であっても、平滑用コンデンサ
の体格の大型化や、オフセット電圧の増加を抑制することが可能なフィルタ回路を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を解決するために、請求項１に記載のフィルタ回路は、
　平滑用コンデンサと、
　入力電圧とフィルタ処理電圧との電圧差に応じた電流を、カスコード型カレントミラー
回路を利用して、所定の減衰率にて減衰させることによって、平滑用コンデンサの充電電
流又は放電電流として発生させる電流発生回路と、
　平滑用コンデンサの充電電圧に応じた電圧をフィルタ処理電圧として発生させるフィル
タ処理電圧発生回路とを備え、
　フィルタ処理電圧発生回路は、
　一定電流を発生する定電流発生部と
　定電流発生部と直列に接続され、平滑用コンデンサの充電電圧が高くなるほど、定電流
発生部が発生した電流を導通させる際に、その導通電流の電流値を減少させる第１のトラ
ンジスタと、
　定電流発生部と第１のトランジスタとの間から、定電流発生部が発生した電流を分流さ
せ、その分流する電流値が大きくなるほど、導通する電流の電流値を大きくする第２のト
ランジスタと、
　第２のトランジスタの導通電流が通電されるように接続され、当該導通電流の電流値に
対応した電圧をフィルタ処理電圧として発生する電圧発生部と、を備えることを特徴とす
る。
【００１０】
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　まず、請求項１に記載のフィルタ回路では、入力電圧とフィルタ処理電圧との電圧差に
応じた電流を、カスコード型カレントミラー回路を利用して減衰させて、平滑用コンデン
サの充電電流又は放電電流を発生させる。カスコード型カレントミラー回路では、複数の
トランジスタがカスコード接続されるため、出力インピーダンスが高くなり、電圧が変化
した場合の電流変化をより小さく抑えることができる。これにより、充電電流及び放電電
流をより小さな電流値まで減衰させても、その微小電流の変化を小さく抑えることができ
るので、オフセット電圧の増加を抑制することができる。
【００１１】
　また、請求項１に記載のフィルタ回路では、フィルタ処理電圧発生回路を上述した構成
とすることにより、フィルタ回路の後段に接続される回路からフィルタ回路に電流が流入
したり、逆にフィルタ回路から後段回路へと電流が流出しても、平滑用コンデンサの充電
電流がその影響を受けないようにすることができる。これによっても、充電電流などをよ
り小さな電流値まで減衰させたときに、その微小電流の変化を防止することができ、オフ
セット電圧の増加を抑制することができる。
【００１２】
　請求項２に記載したように、電圧発生部は抵抗からなり、当該抵抗は、その抵抗値がト
リミングにより調整されることが好ましい。これにより、出力されるフィルタ処理電圧の
レベルを調整することができる。
【００１３】
　請求項３に記載したように、電圧発生部は、複数の抵抗を直列に接続した直列抵抗回路
からなり、入力電圧と対比されるフィルタ処理電圧と、フィルタ回路から最終的に出力さ
れるフィルタ処理電圧とを、直列抵抗回路の抵抗比により異ならせるようにしても良い。
入力電圧と対比されるフィルタ処理電圧は、当該入力電圧と釣り合うように、平滑コンデ
ンサの充電電圧が調節されるので、入力電圧と対比されるフィルタ処理電圧の電圧レベル
は、入力電圧の電圧レベルとほぼ同等になる。そして、直列抵抗回路における抵抗比を用
いて、入力電圧と対比されるフィルタ処理電圧と、フィルタ回路から最終的に出力される
フィルタ処理電圧とを異ならせると、その抵抗比の調節によって、入力電圧とフィルタ回
路から最終的に出力されるフィルタ処理電圧との電圧比を任意に設定することができるよ
うになる。
【００１４】
　請求項４に記載したように、平滑用コンデンサは、フィルタ電圧発生回路の第１のトラ
ンジスタを介して充電電流の一部が供給されるものであり、
　電流発生回路は、放電電流を発生するための回路の一部として、フィルタ処理電圧発生
回路に相当する回路構成を有して、充電電流の一部として第１のトランジスタを介して供
給される電流と同等の電流を放電電流の一部として供給することが好ましい。
【００１５】
　これにより、精度良く放電電流と充電電流との平衡を図ることが可能となる。従って、
このような放電電流と充電電流とによって平滑用コンデンサが充放電されることにより、
充放電電流の不均衡により平滑用コンデンサにオフセット電圧が生じることを効果的に抑
制することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して説明する。なお、本実施形態による
フィルタ回路は、例えば図１に示すように、分圧された電源電圧に対してローパスフィル
タ処理を施して高周波成分を低減することにより、比較器２０に入力する電圧を安定化す
るために使用される。
【００１７】
　図１において、レベルが判定されるべき電源電圧ＶＣＣ１は、直列接続された抵抗Ｒ１
００及び抵抗Ｒ２００によって分圧され、フィルタ回路１０に入力される。フィルタ回路
１０では、電源電圧ＶＣＣ１にスパイクノイズなどが重畳した場合であっても、その電源
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電圧ＶＣＣ１の分圧電圧を安定化させるために、そのスパイクノイズ等の高周波成分を低
減するローパスフィルタ処理を実行する。
【００１８】
　フィルタ回路１０の出力電圧は比較器２０に与えられ、この比較器２０において、基準
電圧と比較される。比較器２０からは、フィルタ回路１０の出力電圧と基準電圧との大小
関係を比較した比較結果に応じた信号が出力される。このようにして、電源電圧ＶＣＣ１
のレベル判定を行うことができる。なお、定電圧回路３０は、フィルタ回路１０及び比較
器２０に一定電圧を供給するものである。
【００１９】
　フィルタ回路１０の詳細な回路の一例を図２に示す。図２に示されるように、フィルタ
回路１０は、バイポーラトランジスタＴ１～Ｔ２７、各バイポーラトランジスタに通電さ
れる電流を制限する抵抗Ｒ１～Ｒ１５、及び平滑用コンデンサＣ１から構成される。
【００２０】
　分圧された電源電圧ＶＣＣ１が入力されるフィルタ回路１０の入力端子ＩＮは、ＰＮＰ
トランジスタＴ１，Ｔ２の相互に接続されたベースに接続さている。一方、フィルタ回路
１０の出力端子ＯＵＴには、抵抗Ｒ１３と抵抗Ｒ１４とからなる直列抵抗回路が接続され
ており、フィルタ回路１０の出力電圧（フィルタ処理電圧）が抵抗Ｒ１３と抵抗Ｒ１４と
の抵抗比に応じて分圧される。その分圧された分圧フィルタ処理電圧が、ＰＮＰトランジ
スタＴ６，Ｔ９のベースに印加されるように、直列抵抗回路の中点がＰＮＰトランジスタ
Ｔ６、Ｔ９の相互に接続されたベースに接続されている。
【００２１】
　これらのトランジスタＴ１，Ｔ２及びＴ６、Ｔ９は、ともに、それぞれ抵抗Ｒ２，Ｒ４
を介して、ＰＮＰトランジスタＴ５のコレクタに接続されている。このトランジスタＴ５
のベースには、定電圧回路３０から一定電圧が与えられているので、トランジスタＴ５は
一定のコレクタ電流Ｉ１を流す。
【００２２】
　このような構成により、入力端子ＩＮに印加された入力電圧が、フィルタ回路１０の出
力端子ＯＵＴから出力されるフィルタ処理電圧を分圧した分圧フィルタ処理電圧よりも小
さい場合には、その大小関係からトランジスタＴ１，Ｔ２がオンする。逆に、入力電圧が
分圧フィルタ処理電圧よりも大きい場合には、トランジスタＴ６，Ｔ９がオンする。なお
、トランジスタＴ１，Ｔ９は省略しても良い。
【００２３】
　トランジスタＴ２のコレクタには、ＮＰＮトランジスタＴ３，Ｔ４から構成されるミラ
ー比１：１／ｎのカレントミラー回路が接続されている。従って、トランジスタＴ２がオ
ンすることによって、トランジスタＴ２にコレクタ電流Ｉ１が流れると、トランジスタＴ
３及びＴ４もオンする。このとき、トランジスタＴ３にはほぼＩ１のコレクタ電流が流れ
る一方で、トランジスタＴ４のコレクタ電流は、ミラー比（１：１／ｎ）に従って減衰さ
れるので、ほぼＩ１／ｎとなる。同様に、トランジスタＴ６のコレクタには、ＮＰＮトラ
ンジスタＴ７及びＴ８から構成されるミラー比１：１／ｎ’のカレントミラー回路が接続
されている。従って、トランジスタＴ６がオンすると、トランジスタＴ８にはほぼＩ１／
ｎ’のコレクタ電流が流れる。
【００２４】
　トランジスタＴ４のコレクタは、ＰＮＰトランジスタＴ１０～Ｔ１３から構成される、
カスコード接続された、ミラー比１：１／ｍのカレントミラー回路に接続されている。こ
こで、カスコード接続されたカレントミラー回路（カスコード型カレントミラー回路）と
は、互いにカレントミラー回路を構成する一対のトランジスタＴ１０とＴ１１に、さらに
互いにカレントミラー回路を構成する一対のトランジスタＴ１２とＴ１３を積み重ねた構
成の回路をいう。
【００２５】
　このような構成のカスコード型カレントミラー回路では、複数のトランジスタがカスコ
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ード接続されるため、通常のカレントミラー回路に比較して、出力インピーダンスが高く
なり、電源ＶＣＣが変動した場合であっても、カレントミラー回路に流れる電流の変化を
より小さく抑えることができる。これにより、上述したミラー比に従って電流が減衰され
微小電流となった場合でも、そのミラー比に従う電流を精度良く流すことができる。
【００２６】
　トランジスタＴ４にコレクタ電流Ｉ１／ｎが流れたとき、上述したカスコード型カレン
トミラー回路において、トランジスタＴ１０、Ｔ１２にＩ１／ｎのコレクタ電流が流れる
ので、トランジスタＴ１１、Ｔ１３には、Ｉ１／ｎｍに減衰されたコレクタ電流が流れる
。同様に、トランジスタＴ８のコレクタは、ＰＮＰトランジスタＴ１８～Ｔ２１から構成
されるミラー比１：１／ｍ’のカスコード型カレントミラー回路に接続されている。この
ため、トランジスタＴ８にコレクタ電流Ｉ１／ｎ’が流れたとき、カスコード型カレント
ミラー回路のトランジスタＴ１９、Ｔ２１には、Ｉ１／ｎ’ｍ’に減衰されたコレクタ電
流が流れる。
【００２７】
　高電位側電源ＶＣＣと低電位側電源ＧＮＤとの間に、ＰＮＰトランジスタＴ２５，Ｔ２
６からなる直列回路が接続されている。さらに、トランジスタＴ２５とトランジスタＴ２
６とを接続する接続線から分岐した分岐線がベースに接続されたＮＰＮトランジスタＴ２
７が設けられている。トランジスタＴ２７のコレクタは高電位側電源ＶＣＣに接続され、
エミッタは、抵抗Ｒ１５を介して低電位側電源ＧＮＤに接続されている。
【００２８】
　上記した直列回路におけるトランジスタＴ２５のベースには、定電圧回路３０からの定
電圧が印加されている。トランジスタＴ２５は、トランジスタＴ５と同等の特性を有して
いるため、トランジスタＴ２５のコレクタ電流は、トランジスタＴ５と同様にＩ１となる
。このコレクタ電流Ｉ１が、分岐線が接続された分岐点において分流するので、トランジ
スタＴ２６のエミッタにはＩ２の電流が流れ、トランジスタＴ２７のベースにはＩ３の電
流が流れる。従って、トランジスタＴ２６のベース電流Ｉｂ１は、Ｉ２／ｈｆｅとなる。
なお、ｈｆｅは、トランジスタＴ２６の電流増幅率である。
【００２９】
　トランジスタＴ２６のベースは、トランジスタＴ１３のコレクタに接続されているので
、トランジスタＴ２６のベース電流Ｉｂ１が、トランジスタＴ１３のコレクタ電流Ｉ１／
ｎｍに加算される。この加算された電流が、平滑用コンデンサＣ１の放電電流Ｉ１１とな
る。
【００３０】
　平滑用コンデンサＣ１の両端には、それぞれ、カレントミラー回路を構成する一対のＮ
ＰＮトランジスタＴ１４，Ｔ１５のコレクタが接続され、かつそれらのベースには放電電
流Ｉ１１が与えられるように接続されている。さらに、トランジスタＴ１４、Ｔ１５から
なるカレントミラー回路に、一対のＮＰＮトランジスタＴ１６，Ｔ１７からなるカレント
ミラー回路が接続され、カスコード型カレントミラー回路を構成している。なお、トラン
ジスタＴ１６，Ｔ１７のベースは、トランジスタＴ１５のエミッタに接続されている。ま
た、トランジスタＴ１６のエミッタは抵抗Ｒ９を介して低電位側電源ＧＮＤに接続され、
トランジスタＴ１７のエミッタは抵抗Ｒ１０を介して低電位側電源ＧＮＤに接続されてい
る。
【００３１】
　このため、放電電流Ｉ１１が流れて、その放電電流Ｉ１１による平滑用コンデンサＣ１
の充電電圧が、トランジスタＴ１４，Ｔ１５のターンオン電圧に達すると、トランジスタ
Ｔ１４，Ｔ１５がオンする。トランジスタＴ１５がオンしてエミッタ電流が流れると、ト
ランジスタＴ１６，Ｔ１７もオンする。これにより、平滑用コンデンサＣ１の充電電圧は
、トランジスタＴ１４～Ｔ１７を介して低電位側電源ＧＮＤに放電される。
【００３２】
　なお、上述したトランジスタＴ２５，Ｔ２６による直列回路、及びその直接回路の中点
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にベースが接続されたトランジスタＴ２７と抵抗Ｒ１５との回路は、後述するＰＮＰトラ
ンジスタＴ２２，Ｔ２３、ＮＰＮトランジスタＴ２４、及び抵抗Ｒ１３，Ｒ１４からなる
フィルタ処理電圧発生回路からのベース電流Ｉｂ１’が充電電流Ｉ１２に含まれるため、
その充電電流Ｉ１２に対して放電電流Ｉ１１の平衡を保つために設けられている。
【００３３】
　トランジスタＴ８にコレクタ電流Ｉ１／ｎ’が流れて、トランジスタＴ１９、Ｔ２１に
減衰されたコレクタ電流Ｉ１／ｎ’ｍ’が流れたときには、平滑用コンデンサＣ１を充電
する充電電流Ｉ１２が流れる。この充電電流Ｉ１２は、トランジスタＴ２１のコレクタ電
流Ｉ１／ｎ’ｍ’と、フィルタ処理電圧発生回路を構成するトランジスタＴ２３のベース
電流Ｉｂ１’を加算したものとなる。
【００３４】
　フィルタ処理電圧発生回路は、直列接続されたＰＮＰトランジスタＴ２２、Ｔ２３を有
するとともに、トランジスタＴ２２とトランジスタＴ２３とを接続する接続線から分岐し
た分岐線がベースに接続されたＮＰＮトランジスタＴ２４を備えている。トランジスタＴ
２４のエミッタは、直列接続された２つの抵抗Ｒ１３，Ｒ１４を介して低電位側電源ＧＮ
Ｄに接続されている。出力端子ＯＵＴは、トランジスタＴ２４と抵抗Ｒ１３との間の接続
線に接続されている。フィルタ処理電圧発生回路は、平滑用コンデンサＣ１の充電電圧に
応じた電圧をフィルタ処理電圧として出力端子ＯＵＴから出力するものである。以下、フ
ィルタ処理電圧発生回路の作動について説明する。
【００３５】
　トランジスタＴ２２は、トランジスタＴ５，Ｔ２５と同等の特性を有し、そのベースに
は定電圧回路３０からの定電圧が印加されているため、トランジスタＴ５，Ｔ２５と同様
に、コレクタ電流Ｉ１を流す。一方、平滑用コンデンサＣ１の一端は、トランジスタＴ２
３のベースに接続されている。従って、平滑用コンデンサＣ１の充電電圧に応じて、トラ
ンジスタＴ２３の導通状態が変化する。具体的には、平滑用コンデンサＣ１の充電電圧が
低いほど、トランジスタＴ２３に大きなエミッタ電流Ｉ２が流れ、逆に平滑用コンデンサ
Ｃ１の充電電圧が高いほど、トランジスタＴ２３のエミッタ電流Ｉ２は減少する。
【００３６】
　ここで、トランジスタＴ２２の一定のコレクタ電流Ｉ１は、分岐点において、トランジ
スタＴ２３のエミッタ電流Ｉ２と、トランジスタＴ２４とのベース電流Ｉ３とに分流され
ている。上述したように、トランジスタＴ２３のエミッタ電流Ｉ２が変化したとき、トラ
ンジスタＴ２４のベース電流Ｉ３は、そのエミッタ電流Ｉ２の変化とは逆方向に変化する
。例えば、平滑用コンデンサＣ１の充電電圧が低いほど、トランジスタＴ２３に大きなエ
ミッタ電流Ｉ２が流れるので、トランジスタＴ２４のベース電流Ｉ３は減少する。この結
果、トランジスタＴ２４を導通する電流であるエミッタ電流も減少するので、抵抗Ｒ１３
，Ｒ１４が発生する電圧も減少し、出力端子ＯＵＴから出力されるフィルタ処理電圧は低
下する。
【００３７】
　なお、このとき、トランジスタＴ２３のエミッタ電流Ｉ２の増加に応じて、トランジス
タＴ２３のベース電流Ｉｂ１’も増加する。従って、このベース電流Ｉｂ１’とトランジ
スタＴ２１のコレクタ電流Ｉ１／ｎ’ｍ’の合計である充電電流Ｉ１２により、平滑用コ
ンデンサＣ１は、比較的速やかに充電される。
【００３８】
　そして、平滑用コンデンサＣ１の充電電圧が高くなるほど、トランジスタＴ２３のエミ
ッタ電流Ｉ２が減少するため、トランジスタＴ２４のベース電流Ｉ３が増加する。このベ
ース電流の増加に応じて、トランジスタＴ２４のエミッタ電流が増加するので、出力端子
ＯＵＴから出力されるフィルタ処理電圧は上昇する。ただし、トランジスタＴ２３のエミ
ッタ電流Ｉ２の減少に伴いベース電流Ｉｂ１’も減少するので、平滑用コンデンサＣ１の
充電電圧の上昇速度は徐々に低下する。
【００３９】
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　出力端子ＯＵＴから出力されるフィルタ処理電圧が上昇して、抵抗Ｒ１３，Ｒ１４によ
って分圧された分圧フィルタ処理電圧が入力電圧よりも大きくなると、その時点で、充電
電流Ｉ１２ではなく放電電流Ｉ１１が流れ始めて、平滑用コンデンサＣ１の充電電圧が放
電される。
【００４０】
　このように、本実施形態のフィルタ回路１０においては、複数のバイポーラトランジス
タから構成される複数段のカレントミラー回路や、各バイポーラトランジスタＴ２３，Ｔ
２６の電流増幅特性を利用して、コレクタ電流Ｉ１を減衰させて、放電電流Ｉ１１及び充
電電流Ｉ１２を生成する。
【００４１】
　特に、本実施形態では、後段（最終段）のカレントミラー回路として、カスコード型カ
レントミラー回路を採用している。カスコード型カレントミラー回路では、複数のトラン
ジスタがカスコード接続されるため、出力インピーダンスが高くなり、電源ＶＣＣの電圧
が変化した場合でも電流変化をより小さく抑えることができる。これにより、放電電流Ｉ
１１及び充電電流Ｉ１２をより小さな電流値まで減衰させても、その微小電流の変化を小
さくすることができるので、オフセット電圧の増加を抑制することができる。そして、減
衰された微小な放電電流Ｉ１１及び充電電流Ｉ１２を用いて、平滑用コンデンサＣ１の充
放電を行うことにより、フィルタ回路１０におけるローパルフィルタ時定数を大きくする
ことができる。この結果、効果的にノイズ等の高周波成分を取り除いて、より安定したフ
ィルタ処理電圧を比較器２０に出力することができる。
【００４２】
　また、本実施形態では、特許文献１に記載のフィルタ回路のように、直列回路をなすト
ランジスタＴ２２とトランジスタＴ２３との間から出力端子ＯＵＴを取出すのではなく、
その直列回路の後段に、さらにトランジスタＴ２４と抵抗Ｒ１３，Ｒ１４とからなる回路
を設け、出力端子ＯＵＴをトランジスタＴ２４と抵抗直列回路との間から取出すようにし
ている。
【００４３】
　ここで、特許文献１に説明されているように、フィルタ回路１０の後段に接続された比
較器２０へ電流が流出したり、逆に比較器２０からフィルタ回路１０へと電流が流入した
りすることがある。
【００４４】
　本実施形態では、平滑用コンデンサＣ１の充電電流Ｉ１２の一部となるベース電流Ｉｂ
１’を流すトランジスタＴ２３を、トランジスタＴ２４と抵抗Ｒ１３，Ｒ１４からなる回
路により、フィルタ回路１０の後段回路と分離することができる。このため、フィルタ回
路１０から後段回路へと電流が流出したり、後段回路からフィルタ回路１０に電流が流入
したりしても、抵抗Ｒ１３，Ｒ１４を流れる電流が僅かに変化するのみで、トランジスタ
Ｔ２３のベース電流Ｉｂ１’に影響を及ぼすことを防止できる。この結果、放電電流Ｉ１
１及び充電電流Ｉ１２をより小さな電流値まで減衰させたときに、後段回路の影響により
、その微小電流が変化することを防止することができ、オフセット電圧の増加を抑制する
ことができる。
【００４５】
　また、本実施形態では、出力端子ＯＵＴから出力されるフィルタ処理電圧を抵抗Ｒ１３
，Ｒ１４の抵抗比により分圧した分圧フィルタ処理電圧を入力電圧と対比し、この分圧フ
ィルタ処理電圧が入力電圧と釣り合うように、平滑用コンデンサＣ１の充電電圧が調節さ
れる。従って、抵抗Ｒ１３，Ｒ１４の抵抗をトリミング調整し、抵抗比を任意の値に設定
することにより、入力電圧とフィルタ回路１０から最終的に出力されるフィルタ処理電圧
との電圧比を任意に設定することができる。
【００４６】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明は、上述した実施形態に
なんら制限されることなく、本発明の主旨を逸脱しない範囲において、種々変形して実施
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【００４７】
　例えば、上述した実施形態では、カレントミラー回路を２段に積み上げてカスコード型
カレントミラー回路を構成したが、カスコード型カレントミラー回路を構成する際の、カ
レントミラー回路の積み上げ段数はこれに限られず、３段以上積み上げても良い。
【００４８】
　また、上述した実施形態では、出力端子ＯＵＴが接続されるラインに２個の抵抗Ｒ１３
，Ｒ１４からなる抵抗直接回路を設けた。しかしながら、単一の抵抗を設けても良い。こ
の場合、その単一の抵抗の抵抗値をトリミング調整することにより、出力されるフィルタ
処理電圧のレベルを調整することができる。
【００４９】
　さらに、上述した実施形態では、出力端子ＯＵＴから出力されるフィルタ処理電圧を分
圧した分圧フィルタ処理電圧を入力電圧と対比させた。しかしながら、この関係を逆転さ
せても良い。すなわち、トランジスタＴ２４と抵抗直列回路の間から、入力電圧と対比さ
れるフィルタ処理電圧を取出しつつ、その対比フィルタ処理電圧を直列抵抗回路により分
圧した分圧フィルタ処理電圧を出力端子ＯＵＴから出力しても良い。このようにすると、
入力電圧よりも電圧レベルが低下するように、出力端子ＯＵＴから出力されるフィルタ処
理電圧と入力電圧との電圧比を設定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】実施形態による、フィルタ回路を含む全体構成を示すブロック図である。
【図２】フィルタ回路１０の回路構成を示す回路図である。
【符号の説明】
【００５１】
１０　フィルタ回路
２０　比較器
３０　定電圧回路
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